
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 ○ ２単位時間における授業の実施が基本的な流れです。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１時間目 

休
憩 
 

２時間目 

■「職業講話」 
・将来の目的に 
向かって 

・自分の好きを 
見つめ直す 

■「グループワーク」 
・得意や好きを探そう 
・グループ協議 
・まとめ 

講話：講師 進行・まとめ：講師 

課題の設定 
・働くことの意義って？ 

情報の収集 
・職業体験の実施 
 

整理・分析 
・発表会に向けた資料
の作成 

まとめ・表現 
・発表会の実施 
 

自分の将来について考える 
・将来の夢への見通し 
・自分の興味・関心のある職業
の調べ学習 

働いている人から学ぶ 
・実際の仕事からの学び 
・働く上で大切なことの理解 
 

自分のよさや個性の理解 
・調べた職業や講師の話を踏
まえ、将来について「キャ
リア・パスポート」に記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度「未来創造授業」 

〈アンケートから〉 

好きなことを将来につなげて考えること

ができたので、夢の選択肢が増えて、将来

に対する期待が大きくなりました。 

※お申込み方法：申込書に必要事項を御記入の上、下記まで送付してください。 
ＦＡＸ：0155-23-5320 

※お問合せ先：道 立 学 校 → 高等学校教育指導班 ℡0155-26-9242 
市町村教育委員会 → 義 務 教 育 指 導 班  ℡0155-26-9241 

・歯科医師 ・電気工事業 ・土木建築業 

・イベント運営 ・金 融 業 ・運 送 業 

・飲 食 業 ・農 業  など 

 

 十勝管内の中学校・高等学校を対象に、様々な職業の方を講師として学校に派遣し、職業講話や演習な

どを通して、子どもたちの将来への夢や希望を広げる授業です。（講師への旅費等は一切かかりません。） 

〈アンケートから〉 

目的を達成するために、小さな目標を立てて、

周りの人と協働しながら努力することの大切

さが分かりました。 

昨年実施した学校（全 12校）におい

て、「未来創造授業を受けて自分の将

来について考えるきっかけとなった」

と約 84％の生徒が回答しました。 

 

 

未来創造授業の実施 
・講師による職業講話 

 

 

学校のニーズに応じた実施により、キャリア教育の充実につなげます。 

■例：中学校第１学年：特別活動「進路探索を始めよう」 

 

■例：中学校第２学年：総合的な学習の時間「職場体験学習」 

 

83.6％ 


